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図 1 本企画のエネルギー関連技術(括弧内は材料研究)．
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エネルギー材料の果たす役割

大 森 俊 洋

現在も，世界のエネルギー消費量は経済成長とともに増加

を続けている．中国やインドの一人あたりの名目 GDP に対

する一次エネルギー消費量は日本の約 5 倍であり，これら

の国々の経済発展によるエネルギー消費量の増加が予想され

る．また，最終エネルギー消費も，輸送用エネルギー増加な

どにより，年々増加している．エネルギー問題と地球温暖化

問題の重要性は，今後，一層高まると予想される．

資源エネルギー庁によれば，2013年の世界の一次エネル

ギー消費に占める石油・石炭・天然ガスの割合の合計は

82であり(日本は92)，1971年の86から大きくは変化

しておらず，依然として化石燃料に強く依存している．この

ような中，材料科学に求められるのは，従来の延長線上にあ

るエネルギー変換システムの高効率化と新しいエネルギー源

となる技術を創製していくことであると考えられる．

エネルギー政策では，安定供給，経済効率性，環境(3E)

に加え，安全性の視点の重要性が認識されてきた．この十年

を振り返る上で欠かせないのが，2011年 3 月11日の未曽有

の東北地方太平洋沖地震により生じた福島第一原子力発電所

の事故であろう．研究者・技術者が負う責任の重さを感じず

にはいられない出来事である．

今回，1 分科(エネルギー材料)では，水素化物，蓄電池，

福島第一原子力発電所の廃止措置，耐熱材料，形状記憶材料

に関し，特にこの10年での研究の変遷と今後の展望につい

て執筆いただくこととした(図)．水素エネルギーは環境負

荷の低減が期待でき，材料科学分野だけから見ても水素分離

から水素貯蔵など，水素化物に関する多くの研究が取り組ま

れている．この他，金属学会としては，水素脆化なども重要

な課題であると考えられる(5 分科記事参照)．また，リチウ

ムイオン電池などの蓄電池は携帯電子機器用をはじめとして

世の中に広く普及し，今後もさらに発展することが予想され

る．福島第一原子力発電所に関しては，事故の状況から事故

後の安定化及び廃炉措置の概要と材料科学が果たす役割につ

いて執筆いただいた．東日本大震災以降，さらに依存が高ま

る火力発電は，省エネルギーと温室効果ガス排出削減に対し

て大きなインパクトを有しており，高効率化の鍵を握るのは

耐熱材料の開発である．航空機利用も含め，耐熱材料におけ

る研究動向と展望について執筆いただいた．また，形状記憶

合金は磁気熱量効果や弾性熱量効果による固体冷凍技術とし

ても注目されており，水素ガスの液化への利用も期待され

る．さらに，医療や建築・土木分野などにおいても利用が広

がっている．

太陽電池材料，熱電材料，燃料電池材料なども編集委員内

で挙げられたことを付記したい．今回の特集で全てのエネル

ギー材料分野を網羅することは不可能であり，これ以外にも

多くの研究が進められている．将来のエネルギー政策は多く

の議論のもとに進められていくが，材料科学においては，重

要性の高い課題に加え，幅広い基礎研究により，今後生じる

(かもしれない)社会への要求に対し，答

えることのできる土台を築いておくこと

も必要と考えられる．

ご多忙の中，ご執筆いただいた著者の

皆様に深く感謝するとともに，本企画が

エネルギー材料分野の変遷を理解し，今

後を展望する一助となれば幸いである．大森俊洋


